
19:00開演 (18:30開場)

東京文化会館 小ホール 

※JR上野駅公園口より徒歩1分

全席自由 4,000円
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ピアノリサイタル
白石光隆

 9/7水

モーツァルト=リスト　

ベートーヴェン

リスト

ボルコム　

アルベニス　

J. シュトラウス=ペナリオ

アヴェ ヴェルム コルプス

ピアノソナタ第8番  ハ短調  Op.13 「悲愴」

２つの伝説
 1. 小鳥に説教するアッシジの聖フランチェスコ　2. 波を渡るパオラの聖フランチェスコ

３つのゴーストラグ
 1. 優雅な幽霊　2. ポルターガイスト　3. ドリームシャドウズ

 イベリア第１集
 1. エヴォカシオン　2. 港　3. セヴィーリャの聖体祭

皇帝円舞曲

photo  岩切  等

MITSUTAKA SHIRAISHI 
PIANO RECITAL

※未就学児童の入場はご遠慮ください。



東京藝術大学附属高等学校を経て、東京藝術大学、同大学院を修了。1989年ニューヨークのジュリアード
音楽院へ進む。1990年ジーナ・バッカウアー国際奨学金コンクール入賞。1991年Advanced Certificate 
Program修了時には学内のコンチェルト・コンペティションで優勝し、リンカーンセンターでの卒業記念
コンサートでソリストを務めた。さらにProfessional Studies Programで研鑽を続け1992年帰国。以来、
ソロ、アンサンブルと数々のステージで錬磨を重ね、共演は独唱、合唱、弦･管・打楽器と、およそ全ての
楽器に及ぶ。1994年第63回日本音楽コンクール声楽部門において、優れた日本歌曲の演奏に贈られる
木下賞（共演）受賞。2019年には5台ピアノによるアンサンブル・ユニット「ピアノ・ツィルクス」がスタートし、
ピアノ演奏の可能性を展開している。熱く繰り広げられる‘旬の舞台’は白石の財産であり、その豊かな経験
と思索から音楽はさらに創られていく。音楽性の高さはジャンルを問わず定評があり、ソリストとしては元より
アンサンブルの名手としても国内外のアーティストが厚い信頼を寄せる。白石の特筆すべき才能は、なんと
いっても抜群のリズム感と、楽器を知り尽くした奏法が生み出す美しい音色の世界に現れている。確かな
内面から導き出され、常に更新されていくアナリーゼとあいまって会場の呼吸を包んでいる。NHK-BS、

NHK-FMなどにも多数出演。（―財）地域創造の公共ホール音楽活性化支援事業、(公財 )ソニー音楽財団の
「こどものためのクラシック」、アウトリーチ活動などで全国を巡り、子供たちへの教育プログラムにも積極的
に取り組む他、後進の指導やさまざまなコンクールの審査員も務める。渡米前から始まったソロリサイタルは
今年35回を数え、1年間の活動の集大成として毎年定期的に東京で開催されている。

CDは『レグルス回路』、『109』、『大指揮者のピアノ曲』、『ベートーヴェン ピアノソナタ集Vol.1＆2』、『成田為三
ピアノ曲全集』（文化庁芸術祭レコード部門優秀賞・2007）、『サティ作品集Ⅰ＆Ⅱ』、『ピアノによるルロイ・
アンダーソン』、『ムソルグスキー：組曲「展覧会の絵」他』、『くつろぎのピアノ～音楽療法ベスト』、『やすらぎの
ショパン～音楽療法ベスト』、『ニーノ・ロータと久石譲ピアノ作品集』他、共演CDを合わせると、その数は

50枚を越える。
ピアノを金澤桂子、高良芳枝、伊達純、小林仁、マーティン・キャニンの各氏に、室内楽をフェリックス・
ガリミア、伴奏法をジョナサン・フェルドマンの各氏に師事。
現在、東京藝術大学、お茶の水女子大学非常勤講師。
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Profile

白石光隆 ピアノリサイタル Vol.35

リサイタルはいつにも増して特別な、白石光隆ならではの個性光るプログラムが楽しみである。ニューヨークで学んだ彼は、北米の
音楽の紹介にも力を注いでおり、今回もその愉快でミステリアスな一端に触れることができる。旅するようにプログラムを体験して
みよう。古典やロマン派の珠玉の作品で満たされた心は、イベリアで新たな出会いを叶え、アメリカが生み出したウィリアム・ボルコム
（1938年～）やレナード・ペナリオのスピリットへと旅して踊る。祈りは夢を輝かせ、調和を求めて音となることを実感する。


